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1. 論文内容の要旨





り構成された複核錯体を有し、 2分子の NOを 2電子と 2プロトンを使って N2Oへと
還元する反応を触媒する（ 2NO + 2e - + 2H+ → N2O + H2O）。 Arif Jamali氏は髄膜炎菌 















                   
      








と 2-heptyl-4-hydroxyquinoline N-oxide（ HQNO）を用いた阻害解析も行った。 BQは競
合阻害、 HQNO は非競合阻害の阻害様式を示し、それぞれの阻害定数 KIも求めた。
低温電子顕微鏡法により HQNO と qNOR の複合体の構造解析にも成功しており、変
異体解析と合わせて qNORの HQNO結合に関わる残基を同定した。現在、 BQと qNOR
複合体の構造解析を進めており、将来２つの阻害剤結合 qNORの構造比較から、両阻
害剤による阻害様式の違いを議論することが可能となるであろう。本論文の主要部分
は、国際結晶学会 International Union of Crystallography (IUCr)の学会誌である IUCr Jに
掲載された。
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また、 2020年 7月 29日に論文内容およびこれに関連する事項について試問を行っ
た結果、合格と判定した。



